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濱
田
剛
史
市
長
は
、
令
和
3
年
度
の

市
政
運
営
の
方
針
や
重
点
施
策
な
ど
を

ま
と
め
た
施
政
方
針
大
綱
を
発
表
し
ま

し
た
。

　
濱
田
市
長
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
不
安
な
生
活
を
送
る
市

民
、
事
業
者
の
支
援
や
市
内
経
済
の
回

復
に
全
力
で
取
り
組
み
、
輝
く
未
来
の

創
生
に
向
け
、
重
点
施
策
を
着
実
に
推

進
し
て
い
く
と
述
べ
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
施
政
方
針
大
綱
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
施
政
方
針
大
綱
の
全
文
は
、

行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
本
館
1

階
）
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
が
全
世
界
に
拡
大
し
、
本

市
に
お
い
て
も
事
業
者
の
経
済
活

動
が
停
滞
す
る
な
ど
、
深
刻
な
影

響
が
及
ん
で
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
他
市
に
先
駆
け
、
高

齢
者
の
命
を
徹
底
的
に
守
る
「
新

型
コ
ロ
ナ
防
衛
ア
ク
シ
ョ
ン
」
の

実
践
を
周
知
・
啓
発
し
て
感
染
拡

大
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市

民
、
事
業
者
に
寄
り
添
う
支
援
施

策
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
特

に
、
全
国
で
も
類
を
見
な
い
プ
レ

ミ
ア
ム
率
1
5
0
%
の
商
品
券

は
、
多
く
の
市
民
、
事
業
者
か
ら

高
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
3
年
度
に
も
、
総
額
16
億
円

と
な
る
第
2
弾
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
の
発
行
を
は
じ
め
、
水
道

料
金
の
減
額
な
ど
、
引
き
続
き
支

援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て
は
国
・
府
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
着
実
に
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
は
長
期

化
し
、
今
後
の
市
政
運
営
に
も
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
想
定
さ
れ

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
高
槻
の
発

重
点

施
策

■�高槻インターチェンジ周辺において宅地造成
や道路・公園整備などを行う成合南土地
区画整理組合を支援

■�「多世代が共に育む　まちづくり」をコンセプ
トに、富田地区のまちづくり基本
構想を策定

新■�地域公共交通の在り方を示す計画の策定に向け
た取り組みに着手■�公共施設のブロック塀を計画的に撤去、民間所有ブ

ロック塀の撤去を支援

整備が進む高槻インターチェンジ周辺の成合南地区

地域住民主体の避難訓練

特
殊
詐
欺
被
害
防
止
の
啓
発

■�「水道事業基本計画」に基づく
取り組みを推進■�JR高槻駅北駅前広場の整備を推進�

（バスロータリーの改良、エスカレーターの設置など）
■�大手八幡線などの無電柱化を推進�
（芸術文化劇場へのアクセス道路）

■�「国土強靭化地域計画」に基づく施策を推進

■�「総合雨水対策アクションプラン」に基づき施設整備を推進
（JR高槻駅北駅前広場「雨水貯留施設」工事着手、芝生小学校
「雨水流出抑制施設」整備）

■�水害・土砂災害ハザードマップの改訂版を全戸に配布
新■�中消防署富田分署の建て替え、多機能型消防団等訓練施
設の整備に向けた設計を実施

拡■�街頭防犯カメラの増設（400台）および通学路防犯カメラの更新（410台）、自
治会などが設置する防犯カメラへの設置補助を拡充

■�特殊詐欺など被害の未然防止の取り組みを推進

■�市民避難訓練の実施および安満遺跡公園での地域防災総合訓
練の実施

社
会
の
変
革
を
新
た
な
契
機
に 

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
を
高
め
る

将
来
の
飛
躍
に
向
け 

ま
い
進
し
た
10
年 

輝
く
未
来
の
創
生
の
た
め
全
身
全
霊
を

展
、
そ
し
て
輝
く
未
来
を
創
生
す

る
た
め
、
重
点
施
策
を
着
実
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
社

会
の
変
革
を
新
た
な
契
機
と
前
向

き
に
捉
え
、
行
政
分
野
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
推
進
し
、
利
便
性
の
高
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
将
来

を
見
据
え
た
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　
私
が
市
長
に
就
任
し
て
、
ま
も

な
く
10
年
を
迎
え
ま
す
。
就
任
以

降
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
市
民
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
市
民
福

祉
の
向
上
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

を
国
に
先
駆
け
て
取
り
組
む
な

ど
、
子
育
て
支
援
・
教
育
環
境
の

充
実
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た

安
満
遺
跡
公
園
の
整
備
、
Ｊ
Ｒ
高

槻
駅
で
の
ホ
ー
ム
拡
充
・
特
急
列

車
の
停
車
実
現
な
ど
ビ
ッ
グ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
も
精
力
的
に
取
り
組

み
、
将
来
の
飛
躍
に
つ
な
が
る
ま

ち
づ
く
り
に
ま
い
進
し
て
き
ま
し

た
。

　
令
和
3
年
度
は
、
少
子
高
齢
化

に
伴
う
収
入
減
や
社
会
保
障
関
係

費
の
支
出
増
に
加
え
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
に
よ
る
市
税
収
入
の
大

幅
な
減
少
が
見
込
ま
れ
、
極
め
て

厳
し
い
財
政
運
営
が
想
定
さ
れ
ま

す
。
財
政
の
健
全
性
を
維
持
す
る

た
め
に
「
『
み
ら
い
の
た
め
の
経

営
革
新
』
に
向
け
た
改
革
方
針
」

を
着
実
に
進
め
、
輝
く
未
来
の
創

生
の
た
め
、
全
身
全
霊
を
傾
け
、

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
は
新
規
施
策
、
　
は
拡
充
施
策

新

拡

■�水道料金の基本料金を減額
（2か月間半額）

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
❷

令
和
３
年
度

施
政
方
針長期化する新型コロナ

市内経済の回復に全力

1.都市機能が充実し、快適に暮らせるまち1.都市機能が充実し、快適に暮らせるまち

2.安全で安心して暮らせるまち2.安全で安心して暮らせるまち

令和３年度の予算案
一般会計
	 1,247億8,797万2,000円
特別会計
	 1,104億8,419万円
合わせて
	 2,352億7,216万2,000円

まちづくりの３つの柱を積極的に推進していきます。

富田地区の
まちづくり

高槻の歴史を継承する
まちづくり

強
きょう

靱
じ ん

な
まちづくり

※詳しい予算内容は本誌5月号に掲載

006935
資料３－４
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児
童
生
徒
一
人
１
台
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
整
備

昨年発行した商品券「地元のお店応援券」

拡■�第三中学校区でセーフティプロモーショ
ンスクール（SPS）認証取得を推進

新■�コミュニティ・スクールの導
入に向けた取り組みを推進

拡■�小・中学校における空調設備の設置・更新
を推進�
（特別教室への設置、既存機器の更新）

■�教育相談専用ダイヤルの設置
により、相談支援機能を充実

■�英語教育を充実�
（ALTの全中学校区への配置など）

■�観光協会や商工会議所と連携し、「オープン
たかつき」を実施

■�戦略的かつ効果的な定住促進プロモー
ションを実施

■�新型コロナウイルスの影響を受ける事業者への
融資相談体制を強化

拡■�商業団体に対する支援を拡充�
（新型コロナウイルス感染防止対策を支援）

■�全面開園する安満遺跡公園で、さま
ざまなイベント・プログラムなどを展開

■�芥川山城跡の国史跡指定に向けた取り組みを推進

■�芸術文化劇場と調和を図りながら、高
槻城公園の整備を推進
■�市独自のプレミアム付商品券（第２弾）を発行

■�広域的な観光プロモーション「BOTTO
たかつき」を推進

■�GIGAスクール構想の下、タブレット端末を効果的に活用
した教育を推進

新■�中学校での35人学級編制の開始に向けた取
り組みを推進�
（令和４年度から１年生、令和５年度から全学年で開始）

新■�本市初の義務教育学校（施設一体型小中一貫校）
の設置を第四中学校区で検討

新■�市内の認可保育施設などで従事する保育士
などの奨学金返済を支援する制度を創設

■�新型コロナウイルス感染症への対応
　�ワクチン接種・感染予防対策を実施、地域医療体制の
構築を推進

新■�送迎保育ステーション事業を開始

■�子ども医療費助成を18歳まで実施

拡■�不妊に悩む人への特定治療支援
事業の助成額や回数などを拡充

■��がんの無料検診や効果的な個別受診勧奨を実施
拡子宮頸がん検診において、液状化検体細胞診法
（LBC法）を導入

新■�介護予防活動を推進するため、
老人福祉センターを改修

新■�市営バス高齢者割引乗車制度
を開始

■�三島救命救急センターの大阪医科薬科大
学病院への移転に向けた取り組みを推進�
（令和４年度移転予定）

■�高槻島本夜間休日応急診療所の弁天駐
車場敷地への移転に向けた取り組みを推進�
（令和５年度移転予定）

■�「新型コロナ防衛アクション」の積極
的な周知・啓発

3．子育て・教育の環境が整ったまち3．子育て・教育の環境が整ったまち

4．健やかに暮らし、ともに支えあうまち4．健やかに暮らし、ともに支えあうまち5.魅力にあふれ、にぎわいと活力のあるまち5.魅力にあふれ、にぎわいと活力のあるまち

子どもの健やかな成長を見守る

三
好
山（
芥
川
山
城
跡
）

安満遺跡公園

地
域
と
連
携
し
た
学
校
づ
く
り

現在の、高槻島本夜間休日応急診療所・
三島救命救急センター

市
の
Ｐ
Ｒ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

入館時、利用申込書に記入 　
は
新
規
施
策
、
　
は
拡
充
施
策

新

拡

山頂（本丸）付近

クローズアップ❷　令和3年度 施政方針
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6.良好な環境が形成されるまち6.良好な環境が形成されるまち

7.地域に元気があって市民生活が充実したまち7.地域に元気があって市民生活が充実したまち

8.効果的・効率的な行財政運営が行われているまち8.効果的・効率的な行財政運営が行われているまち

■�エネルギーセンターにおける取り組みを推進
（第一工場の解体と跡地でのリサイクル施設整
備、第三工場の高効率なごみ焼却発電）

■�「第２期たかつき地球温暖化対策アクションプ
ラン」に基づく取り組みを推進

■�高槻城公園 芸術文化劇場の整備を
推進（建設工事、プレイベントの実施など）

■�将棋文化を振興�
（タイトル戦開催、子ども将棋教室の運営支援など）

■�「第６次総合計画」に基づき８つの将来都市像実現に向けた施策を推進

■�「第２期文化振興ビジョン」に基づく施策を推
進

■マイナンバーカードの普及を促進

■�総合スポーツセンター総合体育館２階の小体育室1・2に冷房機器を設置

■�「第2期スポーツ推進計画」に基づく施策を推進

新■��市税および国民健康保険料のキャッシュレス決済を導入

拡■�市ホームページをリニューアルし、発信力を高め、市民の利便性を向上

商
業
施
設
な
ど
で
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を
受
け
付
け

第70期王将戦七番勝負第2局

高
槻
城
公
園 

芸
術
文
化
劇
場（
イ
メ
ー
ジ
）

今
こ
そ
「
結
束
」
を
図
る
と
き

今
こ
そ
「
結
束
」
を
図
る
と
き

寛
容
な
態
度
で
理
解
し
あ
え
る
ま
ち
に

寛
容
な
態
度
で
理
解
し
あ
え
る
ま
ち
に

　
昨
年
は
、
経
済
状
況
が
良
好
と
は
言

え
な
い
中
で
、
さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る
社
会
構

造
の
急
速
な
変
化
が
追
い
打
ち
を
か
け

る
よ
う
に
社
会
全
体
を
覆
い
、
市
民
の

生
活
な
ど
に
多
大
な
悪
影
響
が
生
じ
た

一
年
で
し
た
。 

　
そ
の
中
で
も
、
特
に
顕
著
に
表
れ
た

の
が
、
国
民
・
市
民
の
「
分
断
」
を
助

長
す
る
社
会
的
風
潮
で
は
な
か
っ
た
か

と
考
え
ま
す
。 

　
個
々
人
の
行
動
の
違
い
を
理
由
と
す

る
も
の
や
政
治
的
信
条
の
違
い
を
理
由

と
す
る
も
の
、
企
業
規
模
の
違
い
を
理

由
に
す
る
も
の
、
世
代
の
違
い
に
よ
る

も
の
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
を
口
実

と
し
た
市
民
の
分
断
が
生
じ
つ
つ
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
憂
慮
す
る
一
年
で
あ

り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
的
風
潮
が
生
じ
て

い
る
要
因
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
大
き
な
原
因
の
一
つ

は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る
も
の
で

施政方針大綱を表明する濱田剛史市長（3月1日）

あ
り
、
そ
れ
に
伴
う
社
会
の
変
化
に
よ

っ
て
市
民
そ
れ
ぞ
れ
が
大
き
な
負
担
を

感
じ
て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
。 

　
私
は
、
こ
の
よ
う
な
分
断
を
助
長
す

る
社
会
的
風
潮
を
厳
に
警
戒
す
べ
き

で
あ
る
と
強
く
感
じ
る
と
と
も
に
、
今

一
度
、
認
識
す
べ
き
は
、
市
民
同
士
の

「
結
束
」
の
大
切
さ
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。 

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
い

う
目
に
見
え
な
い
相
手
と
の
戦
い
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
今
、
よ
り
一
層
、

市
民
同
士
の
結
束
を
図
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。 

　

そ
し
て
、
市
民
の
結
束
を
図
る
べ

く
、
極
め
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
の
が
行
政
で
あ
り
、
私
は
、
今
、
ま

さ
に
、
行
政
の
真
価
が
問
わ
れ
て
い
る

と
強
く
認
識
を
し
て
い
ま
す
。 

　
い
や
し
く
も
公
正
・
公
平
を
旨
と
す

る
行
政
は
、
市
民
同
士
の
分
断
を
助
長

し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

さ
ら
に
、
市
民
同
士
の
結
束
を
図
る
た

め
の
努
力
を
惜
し
ん
で
は
な
ら
な
い
と

の
決
意
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、
ま
ず

は
、
行
政
と
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
寄

り
添
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
心
感
、

行
政
へ
の
信
頼
感
の
醸
成
を
図
る
と
と

も
に
、
今
、
改
め
て
「
高
槻
に
住
ん
で

良
か
っ
た
」
と
実
感
し
て
い
た
だ
け
る

施
策
を
展
開
す
る
こ
と
だ
と
確
信
し
て

い
ま
す
。 

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
共
に
高
槻
に
住

む
市
民
と
し
て
の
誇
り
と
喜
び
を
改
め

て
共
有
し
、
市
民
が
互
い
に
寛
容
な
態

度
で
理
解
し
合
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

市
民
の
結
束
は
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
な

る
は
ず
で
す
。 

　
こ
の
思
い
を
胸
に
、
市
政
運
営
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
り
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 �

高
槻
市
長　
濱
田　
剛
史

　
は
新
規
施
策
、
　
は
拡
充
施
策

新

拡

中央制御室

第三工場
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